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(57)【要約】
　障害認識装置は、検出部品と、前記検出部品に接続さ
れた、第１の測量端点と第２の測量端点とを含むプラグ
インターフェースと、を備え、被検出通信デバイス内の
ＰＳＵに対して障害認識を実行するときに、前記第１の
測量端点が前記ＰＳＵの第１の端に接続され、前記第２
の測量端点が前記ＰＳＵの第２の端に接続され、前記検
出部品が、前記第１の測量端点と前記第２の測量端点と
の間の電圧値を取得し、前記電圧値に基づいて前記ＰＳ
Ｕに障害が発生されたか否かを確定する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　障害認識装置であって、
　検出部品と、
　前記検出部品に接続された、第１の測量端点と第２の測量端点とを含むプラグインター
フェースと、を備え、
　被検出通信デバイス内の電源供給ユニット（ＰＳＵ）に対して障害認識を実行するとき
に、前記第１の測量端点が前記ＰＳＵの第１の端に接続され、前記第２の測量端点が前記
ＰＳＵの第２の端に接続され、
　前記検出部品が、前記第１の測量端点と前記第２の測量端点との間の電圧値を取得し、
前記電圧値に基づいて前記ＰＳＵに障害が発生されたか否かを確定する
　ことを特徴する障害認識装置。
【請求項２】
　前記検出部品が前記電圧値に基づいて前記ＰＳＵに障害が発生されたか否かを確定する
ことは、具体的に、
　前記電圧値が第１の閾値以上であり、かつ、前記電圧値が前記第１の閾値よりも大きい
第２の閾値以下であると、前記ＰＳＵに障害が発生されなかったと確定することと、
　前記電圧値が前記第１の閾値未満であると、前記ＰＳＵに障害が発生されたと確定する
ことと、
　前記電圧値が前記第２の閾値よりも大きいと、前記ＰＳＵに障害が発生されたと確定す
ることと、を含む
　ことを特徴する請求項１に記載の障害認識装置。
【請求項３】
　前記検出部品は、さらに、
　前記電圧値が前記第１の閾値未満であると、前記ＰＳＵに短絡障害が発生されたと確定
し、
　前記電圧値が前記第２の閾値よりも大きいと、前記ＰＳＵに開回路障害が発生されたと
確定する
　ことを特徴する請求項２に記載の障害認識装置。
【請求項４】
　前記検出部品の入力ピンが前記第１の測量端点に接続され、
　前記検出部品のグランドピンが前記第２の測量端点に接続される
　ことを特徴する請求項１に記載の障害認識装置。
【請求項５】
　直流電源と抵抗器とをさらに備え、
　前記直流電源の正極が前記抵抗器の第１の端に接続され、
　前記抵抗器の第２の端が前記第１の測量端点に接続され、
　前記直流電源の負極が前記第２の測量端点に接続される
　ことを特徴する請求項１に記載の障害認識装置。
【請求項６】
　スイッチをさらに備え、
　前記スイッチの第１の端が前記直流電源の正極に接続され、
　前記スイッチの第２の端が前記抵抗器の第１の端に接続され、
　前記ＰＳＵに対して障害認識を実行しないときに、前記スイッチをオフにし、
　前記ＰＳＵに対して障害認識を実行するときに、前記スイッチをオンにする
　ことを特徴する請求項５に記載の障害認識装置。
【請求項７】
　発光ダイオードをさらに備え、
　前記検出部品の第１の出力ピンが前記発光ダイオードの正極に接続され、前記発光ダイ
オードの負極がグランド端に接続され、
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　前記検出部品が前記電圧値に基づいて前記ＰＳＵに障害が発生されたか否かを確定する
ことは、具体的に、
　前記電圧値が第１の閾値以上であり、かつ、前記電圧値が第２の閾値以下であると、第
１の信号を出力し、前記発光ダイオードが、前記第１の信号に従って第１の色を表示する
ことによって、前記ＰＳＵに障害が発生されなかったことを示し、
　前記電圧値が前記第１の閾値未満であると、第２の信号を出力し、前記発光ダイオード
が、前記第２の信号に従って第２の色を表示することによって、前記ＰＳＵに短絡障害が
発生されたことを示し、
　前記電圧値が前記第２の閾値よりも大きいと、第３の信号を出力し、前記発光ダイオー
ドが、前記第３の信号に従って第３の色を表示することによって、前記ＰＳＵに開回路障
害が発生されたことを示す
　ことを特徴する請求項１に記載の障害認識装置。
【請求項８】
　音声警報部品をさらに備え、
　前記検出部品の第２の出力ピンが前記音声警報部品に接続され、
　前記検出部品が前記電圧値に基づいて前記ＰＳＵに障害が発生されたか否かを確定する
ことは、具体的に、
　前記電圧値が第１の閾値未満である場合、または前記電圧値が第２の閾値よりも大きい
場合、第４の信号を出力し、前記音声警報部品が、前記第４の信号に従って警報音を発す
ることによって、前記ＰＳＵに障害が発生されたことを示す
　ことを特徴する請求項１に記載の障害認識装置。
【請求項９】
　表示部品をさらに備え、
　前記検出部品の第３の出力ピンが前記表示部品に接続され、
　前記検出部品が前記電圧値に基づいて前記ＰＳＵに障害が発生されたか否かを確定する
ことは、具体的に、
　前記電圧値が第１の閾値以上であり、かつ、前記電圧値が第２の閾値以下であると、第
５の信号を出力し、前記表示部品が、前記第５の信号に従って第１の数値を表示すること
によって、前記ＰＳＵに障害が発生されなかったことを示し、
　前記電圧値が前記第１の閾値未満であると、第６の信号を出力し、前記表示部品が、前
記第６の信号に従って第２の数値を表示することによって、前記ＰＳＵに短絡障害が発生
されたことを示し、
　前記電圧値が前記第２の閾値よりも大きいと、第７の信号を出力し、前記表示部品が、
前記第７の信号に従って第３の数値を表示することによって、前記ＰＳＵに開回路障害が
発生されたことを示す
　ことを特徴する請求項１に記載の障害認識装置。
【請求項１０】
　前記検出部品が、具体的に、マイクロコントローラである
　ことを特徴する請求項１乃至９の中のいずれか１項に記載の障害認識装置。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　通信デバイス（たとえばスイッチ、ルータ、サーバなど）は、一般的に、ＰＳＵ（Ｐｏ
ｗｅｒ Ｓｕｐｐｌｙ Ｕｎｉｔ、電源供給ユニット）を備える。ＰＳＵは、外部電源シス
テムに接続された電圧を通信デバイス内の各部品に必要な電圧に変換する装置である。大
量の通信デバイスを同じＰＤＵ（Ｐｏｗｅｒ Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎ Ｕｎｉｔ、配電
ユニット、つまり配電ソケット）に接続することができる。ＰＤＵは、エアサーキットブ
レーカ（またはエアスイッチと呼ばれる）を介して外部電源システムに接続できる。
【図面の簡単な説明】
【０００２】
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　以下、本発明の実施例または従来技術での構成をより明確に説明するために、本発明の
実施例または従来技術の説明に必要な図面を簡単に説明する。明らかに、以下の説明にお
ける図面は、本発明に記載された一部の実施例に過ぎず、当業者にとって、本発明の実施
例のこれら図面から他の図面を得ることができる。
【図１】通信デバイスの接続を示す概略図である。
【図２】本発明の１実施形態に係る障害認識装置の構成を示す概略図である。
【図３】本発明のもう１実施形態に係る障害認識装置の構成を示す概略図である。
【図４】本発明の別の１実施形態に係る障害認識装置の構成を示す概略図である。
【図５】本発明の１実施形態に係る通信デバイス内のＰＳＵの構成を示す概略図である。
【図６】本発明の１実施形態に係るＰＳＵの等価回路を示す概略図である。
【図７】本発明の１実施形態に係る障害認識装置とＰＳＵの接続を示す概略図である。
【図８】本発明のもう１実施形態に係るＰＳＵの等価回路を示す概略図である。
【図９】本発明のもう１実施形態に係る障害認識装置とＰＳＵの接続を示す概略図である
。
【図１０】本発明の別の１実施形態に係るＰＳＵの等価回路を示す概略図である。
【図１１】本発明の別の１実施形態に係る障害認識装置とＰＳＵの接続を示す概略図であ
る。
【図１２】本発明のさらなる１実施形態に係る障害認識装置の構成を示す概略図である。
【図１３】本発明のさらなる１実施形態に係る障害認識装置の構成を示す概略図である。
【発明を実施するための形態】
【０００３】
　本発明で使用される用語は、発明を限定するのではなく、特定の実施例を説明すること
のみを目的としている。本発明および特許請求の範囲で使用される「１種」、「前記」、
および、「当該」の単数形も、文脈が他の意味を明確に示さない限り、複数形も含むこと
を意図している。本明細書で使用される「および／または」という用語は、関連してリス
トされた１つまたは複数の項目の任意可能な組み合わせまたはすべての可能な組み合わせ
を含むことをさらに理解すべきである。
【０００４】
　本発明では、第１、第２、第３などの用語を使用してさまざまな情報を説明する可能性
があるが、これら情報はこれら用語に限定されないことを理解すべきである。これら用語
は、同一の種類の情報を互いに区別するためにのみ使用される。たとえば、本発明の範囲
から逸脱することなく、第１の情報は、第２の情報とも呼ばれ得、同様に、第２情報は、
第１情報とも呼ばれ得る。文脈に応じて、本明細書で使用される「もし」という単語は、
「…、場合」、「…、と」、または、「確定されたことに応じて」と解釈されることがで
きる。
【０００５】
　図１に示すように、ＡＣ（交流）電源は、エアスイッチを介してＰＤＵに接続される。
ＰＤＵは、ソケット１、ソケット２、…、ソケットｎなどの複数のソケットインターフェ
ースを含む。ＰＤＵは、通信デバイス１、通信デバイス２、…、通信デバイスｎなどの複
数の通信デバイスに接続できる。通信デバイス１のＰＳＵ１は、ＰＤＵのソケット１に接
続され、通信デバイス２のＰＳＵ２は、ＰＤＵのソケット２に接続され、…、通信デバイ
スｎのＰＳＵｎが、ＰＤＵのソケットｎに接続される。
【０００６】
　ある通信デバイスのＰＳＵに障害が発生されると、エアスイッチのトリップを引き起こ
し、ＰＤＵに接続されたすべての通信デバイスの電源がオフになり、すなわちすべての通
信デバイスが機能しなくなる可能性がある。このような障害が一旦発生されると、保守担
当者は、どの通信デバイスのＰＳＵに障害が発生されたかをすばやく特定し、続いて障害
が発生されたＰＳＵに対して処理を実行する必要がある。しかしながら、従来の方法では
、どの通信デバイスのＰＳＵに障害が発生されたかを効果的に特定することができない。
【０００７】
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　本発明の実施例は、障害認識装置を提案し、当該障害認識装置は、ＤＣ（直流）電源と
、抵抗器と、検出部品と、検出部品に接続されたプラグインターフェースと、を備え得る
が、これらに限定されない。当該プラグインターフェースは、第１の測量端点と第２の測
量端点とを含み得る。
【０００８】
　図２は、当該障害認識装置の構成を示す概略図であり、ＤＣ電源２１の正極２１１は、
抵抗器２２の第１の端２２１に接続され、抵抗器２２の第２の端２２２は、第１の測量端
点２３に接続され、ＤＣ電源２１の負極２１２は、第２の測量端点２４に接続される。
【０００９】
　なお、検出部品２５の入力ピン（すなわち入力端）２５１は、第１の測量端点２３に接
続され得、かつ、検出部品２５のグランドピン（すなわちグランド端）２５２は、第２の
測量端点２４に接続されることができる。
【００１０】
　その中で、ＤＣ電源２１は、いくつかのリチウムイオン電池または乾電池が直列に接続
されて構成されることができる。ＤＣ電源２１の電圧値は、たとえば５ボルト（Ｖ）また
は他の電圧値に調整されることができ、これに対して限定しない。
【００１１】
　その中で、抵抗器２２は、単一の抵抗器であってもよく、直列の２つの抵抗器で構成さ
れていてもよく、直列の複数の抵抗器で構成されていてもよく、これに対して限定しない
。たとえば、抵抗器２２は、直列の電流制限抵抗器および調整可能な抵抗器から構成され
得、電流制限抵抗器および調整可能な抵抗器の抵抗値は、いずれも、調整可能であり、こ
の抵抗値に対して限定しない。
【００１２】
　その中で、検出部品２５は、マイクロコントローラを備え得るが、これらに限定されな
いし、この検出部品２５のタイプに対して限定しない。検出部品２５は、信号検出、サー
ビス処理、信号出力などの機能を実装するために使用される。
【００１３】
　その中で、第１の測量端点２３および第２の測量端点２４は、障害認識装置の２つの測
量端点であり、被検出通信デバイスのＰＳＵの第１の端（たとえばＡＣ入力の活線であり
、すなわちＬ線の端点である）および第２の端（たとえばＡＣ入力の中性線であり、すな
わちＮ線の端点である）をそれぞれ接続するために使用される。
【００１４】
　具体的に、通信デバイス内のＰＳＵに対して障害認識を実行するときに、第１の測量端
点２３は、ＰＳＵの第１の端に接続され、第２の測量端点２４は、ＰＳＵの第２の端に接
続されるために使用される。
【００１５】
　たとえば、通信デバイスＡのＰＳＵに対して障害認識を実行するときに、第１の測量端
点２３は、通信デバイスＡのＰＳＵの第１の端に接続され、第２の測量端点２４は、通信
デバイスＡのＰＳＵの第２の端に接続される。通信デバイスＢに対して障害認識を実行す
るときに、第１の測量端点２３は、通信デバイスＢのＰＳＵの第１の端に接続され、第２
の測量端点２４は、通信デバイスＢのＰＳＵの第２の端に接続される。
【００１６】
　１例において、図３に示すように、当該障害認識装置は、１つのハンドヘルド装置であ
り得、ハンド部３１とプラグインターフェース３２とを備え得る。テストするときに、ま
ず、被検出通信デバイスのＰＳＵおよびＰＤＵとの間の接続をオフにし、次に、プラグイ
ンターフェース３２を被検出通信デバイスのＰＳＵに直接挿入することができる。このよ
うにして、第１の測量端点２３が当該通信デバイスのＰＳＵの第１の端に接続され、第２
の測量端点２４が当該通信デバイスのＰＳＵの第２の端に接続される。
【００１７】
　その中で、当該プラグインターフェースは、国際電気標準会議（Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏ
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ｎａｌ Ｅｌｅｃｔｒｏｔｅｃｈｎｉｃａｌ Ｃｏｍｍｉｓｓｉｏｎ、ＩＥＣと略称される
）の仕様に準拠するインターフェースであってもよいし、他のタイプのインターフェース
であってもよく、これに対して限定しない。
【００１８】
　１例において、図４に示すように、障害認識装置は、スイッチ２６をさらに備え得、こ
のスイッチ２６のタイプに対して限定しなく、任意のタイプのスイッチであり得る。スイ
ッチ２６の第１の端２６１は、ＤＣ電源２１の正極２１１に接続され、スイッチ２６の第
２の端２６２は、抵抗器２２の第１の端２２１に接続される。
【００１９】
　ＰＳＵに対して障害認識を実行しないときに、スイッチ２６をオフにすることができ、
このようにして、ＤＣ電源２１と抵抗器２２との間がオフ状態にあり、障害認識装置が非
動作状態にある。
【００２０】
　ＰＳＵに対して障害認識を実行するときに、スイッチ２６をオンにすることができ、こ
のようにして、ＤＣ電源２１と抵抗器２２との間がオン状態にあり、障害認識装置が動作
状態にある。
【００２１】
　スイッチ２６は、さらに、障害認識装置の他の部分、たとえば、抵抗器２２と検出部品
２５の入力ピン２５１との間、または検出部品２５のグランドピン２５２とＤＣ電源２１
との間に配置され得る。本発明は、スイッチ２６の具体的な配置位置に対して限定しない
。なお、スイッチの数は、複数のスイッチがあるなど、実際のニーズに応じて設定するこ
ともできる。本発明はこれに対して限定しない。
【００２２】
　上記の適用シナリオでは、検出部品２５は、第１の測量端点２３と第２の測量端点２４
との間の電圧値を取得し、当該電圧値に基づいて被検出通信デバイスのＰＳＵに障害が発
生されたか否かを確定するために使用される。
【００２３】
　具体的に、当該電圧値が第１の閾値以上であり、かつ、当該電圧値が第２の閾値以下で
あると、検出部品２５は、ＰＳＵに障害が発生されなかったと確定することができる。こ
こで、第２の閾値は、第１の閾値よりも大きい。
【００２４】
　なお、当該電圧値が第１の閾値未満であると、検出部品２５は、ＰＳＵに障害が発生さ
れたと確定することができる。または、当該電圧値が第２の閾値よりも大きいと、検出部
品２５は、ＰＳＵに障害が発生されたと確定することができる。
【００２５】
　その中で、当該電圧値が第１の閾値未満であると、検出部品２５は、ＰＳＵに短絡障害
が発生されたと確定することができる。当該電圧値が第２の閾値よりも大きいと、検出部
品２５は、ＰＳＵに開回路障害が発生されたと確定することができる。
【００２６】
　以下、具体的な適用シナリオと組み合わせて、障害認識過程を説明する。図５は、通信
デバイス内のＰＳＵの構成を示す概略図である。このＰＳＵは、単なる例であり、一般的
なＰＳＵを等価に簡略化されたものである。実際に適用するときに、ＰＳＵの構成はより
複雑であり、このＰＳＵの構成に対して限定しない。
【００２７】
　図５に示すように、ＰＳＵの活線（すなわちＬ線）端点は、ＰＳＵの第１の端であり得
、ＰＳＵの中性線（すなわちＮ線）端点は、ＰＳＵの第２の端であり得る。障害認識装置
がＰＳＵに接続されると、第１の測量端点２３は、ＰＳＵのＬ線の端点に接続され、第２
の測量端点２４は、ＰＳＵのＮ線の端点に接続され得る。
【００２８】
　図５では、ＰＳＵは、ヒューズＦ１と、等価抵抗Ｒ１と、等価静電容量Ｃ１（たとえば
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電解静電容量Ｃ１）と、スイッチＭＯＳ（Ｍｅｔａｌ Ｏｘｉｄｅ Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃ
ｔｏｒ Ｆｉｅｌｄ Ｅｆｆｅｃｔ Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ、金属酸化物半導体電界効果ト
ランジスタ）チューブＱ１と、４つのダイオード（たとえばダイオードＤ１、ダイオード
Ｄ２、ダイオードＤ３、および、ダイオードＤ４）と、をさらに備え得る。これら部品の
接続関係および機能は、従来のＰＳＵを参照することができ、ここでは繰り返して説明し
ない。
【００２９】
　適用シナリオ１において、ＰＳＵに障害が発生されなかった場合、テストするときに、
被検出通信デバイスのＰＳＵに接続された障害認識装置は、ＤＣ電源であり、図５に示さ
れたＰＳＵは、図６に示されたＰＳＵと同等であり得る。すなわち、図６は、１つの正常
状態のＰＳＵの等価回路であり得る。障害認識装置の第１の測量端点２３をＰＳＵのＬ線
の端点に接続し、障害認識装置の第２の測量端点２４をＰＳＵのＮ線の端点に接続すると
、新たな等価回路は図７に示したとおりである。
【００３０】
　図７に示すように、スイッチ２６がオンにされていると、Ｕ１=Ｕ０*Ｒａ/(Ｒａ+Ｒｂ)
である。ここで、Ｕ１は、検出部品２５の入力ピン２５１と検出部品２５のグランドピン
２５２との間の電圧値、すなわち、第１の測量端点２３と第２の測量端点２４との間の電
圧値である。Ｕ０は、５ＶなどのＤＣ電源２１の電圧値である。Ｒａの値とＰＳＵの等価
抵抗Ｒ１の抵抗値は、等しい。Ｒｂは、障害認識装置の抵抗器２２の抵抗値であり、Ｒｂ
の抵抗値は、経験に応じて設定でき、これに対して限定しない。
【００３１】
　Ｕ０、Ｒａ、および、Ｒｂは、すべて既知の値であるため、Ｕ０、Ｒａ、および、Ｒｂ
を利用してＵ１を確定することができる。ＲａおよびＲｂの値が変化する可能性があるこ
とを考慮すると、Ｕ１は、一意の値ではない。実際の操作では、電圧区間を設定し、Ｕ１
が当該電圧区間にあるようにする。たとえば、電圧区間は、[第１の閾値、第２の閾値]で
ある。ＰＳＵに障害が発生されないと、Ｕ１は、電圧区間[第１の閾値、第２の閾値]にあ
る。
【００３２】
　上記のように、検出部品２５は、第１の測量端点２３と第２の測量端点２４との間の電
圧値Ｕ１を検出する。電圧値Ｕ１が電圧区間[第１の閾値、第２の閾値]内にある場合、す
なわち、電圧値Ｕ１が第１の閾値以上であり、かつ、電圧値Ｕ１が第２の閾値以下である
場合、検出部品２５は、ＰＳＵに障害が発生されなかったと確定する。
【００３３】
　１例において、第１の閾値および第２の閾値は、経験に応じて設定されることができる
。第１の閾値は、短絡障害を示す電圧値であり得、第２の閾値は、開回路障害を示す電圧
値であり得る。たとえば、第１の閾値は、１.５Ｖであり得、第２の閾値は、４.５Ｖであ
り得る。ここでの第１の閾値および第２の閾値は、単なる例であり、別の例で、第１の閾
値は、２Ｖであり得、第２の閾値は、５Ｖであり得る。第１の閾値が短絡障害を示すこと
ができ、第２の閾値が開回路障害を示すことができる限り、本発明はこれに対して限定し
ない。
【００３４】
　電圧値Ｕ１が第１の閾値未満であると、検出部品２５は、被検出通信デバイスのＰＳＵ
に短絡障害が発生されたと確定する。電圧値Ｕ１が第２の閾値よりも大きいと、検出部品
２５は、被検出通信デバイスのＰＳＵに開回路障害が発生されたと確定する。
【００３５】
　適用シナリオ２において、ＰＳＵに短絡障害が発生された場合、たとえば、静電容量Ｃ
１またはスイッチＭＯＳチューブＱ１に短絡障害が発生され、かつ、ヒューズＦ１が正常
である場合、図５に示されたＰＳＵは、図８に示されたＰＳＵと同等になる。すなわち、
図８は、短絡障害が発生されたＰＳＵの等価回路である。障害認識装置の第１の測量端点
２３をＰＳＵのＬ線の端点に接続し、障害認識装置の第２の測量端点２４をＰＳＵのＮ線
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の端点に接続すると、新なの等価回路は図９に示したとおりである。
【００３６】
　図９に示すように、スイッチ２６がオンにされていると、ＤＣ電源２１の電圧値Ｕ０は
、ダイオードＤ１のターンオン電圧とダイオードＤ２ターンオン電圧の合計よりも大きい
ので、ダイオードＤ１およびダイオードＤ２がすべてオンになる。これに応じて、Ｕ１=
Ｕａ+Ｕｂであり、Ｕ１は、検出部品２５の入力ピン２５１と検出部品２５のグランドピ
ン２５２との間の電圧値、すなわち、第１の測量端点２３と第２の測量端点２４との間の
電圧値である。Ｕａは、ダイオードＤ１の両側の電圧値であり、Ｕｂは、ダイオードＤ２
の両側の電圧値であり、ＵａとＵｂはいずれも０.７Ｖなどの比較的固定された値である
。上記のように、Ｕ１=０.７*２=１.４Ｖである。
【００３７】
　当然ながら、上記は、単なる例であり、ダイオードＤ１とダイオードＤ２のターンオン
電圧が比較的固定されているため、ダイオードＤ１の電圧値ＵａおよびダイオードＤ２の
電圧値Ｕｂを利用してＵ１を確定することができる。Ｕ１は、第１の閾値よりも小さい電
圧値である。
【００３８】
　上記のように、検出部品２５は、第１の測量端点２３と第２の測量端点２４との間の電
圧値Ｕ１を検出し、電圧値Ｕ１が第１の閾値（たとえば１.５Ｖ）未満であると、検出部
品２５は、被検出通信デバイスのＰＳＵに短絡障害が発生されたと確定する。
【００３９】
　適用シナリオ３において、ＰＳＵに開回路障害が発生された場合、たとえば、ヒューズ
Ｆ１がオフにされ、ＰＳＵのＬ線の端点とＰＳＵのＮ線の端点との間の抵抗が無限大（開
回路）であると、図５に示されたＰＳＵは、図１０に示されたＰＳＵと同等になる。すな
わち、図１０は、開回路障害が発生されたＰＳＵの等価回路である。障害認識装置の第１
の測量端点２３をＰＳＵのＬ線の端点に接続し、障害認識装置の第２の測量端点２４をＰ
ＳＵのＮ線の端点に接続すると、新なの等価回路は図１１に示したとおりである。
【００４０】
　図１１に示すように、スイッチ２６がオンにされていると、ＰＳＵのＬ線の端点とＰＳ
ＵのＮ線の端点との間が開回路状態にあるため、Ｕ１は、ＤＣ電源２１の電圧値Ｕ０と等
しい。Ｕ１は、検出部品２５の入力ピン２５１と検出部品２５のグランドピン２５２との
間の電圧値、すなわち第１の測量端点２３と第２の測量端点２４との間の電圧値である。
したがって、検出部品２５は、ＤＣ電源２１の電圧値Ｕ０を利用してＵ１を確定すること
ができる。Ｕ１は、第２の閾値よりも大きい電圧値であり得る。
【００４１】
　上記のように、検出部品２５は、第１の測量端点２３と第２の測量端点２４との間の電
圧値Ｕ１を検出する。電圧値Ｕ１が第２の閾値（たとえば４.５Ｖ）よりも大きいと、検
出部品２５は、被検出通信デバイスのＰＳＵに開回路障害が発生されたと確定することが
できる。
【００４２】
　適用シナリオ１、適用シナリオ２、および、適用シナリオ３と組み合わせて、検出部品
２５は、第１の測量端点２３と第２の測量端点２４との間の電圧値Ｕ１を検出する。電圧
値Ｕ１が電圧区間[第１の閾値、第２の閾値]にあると、検出部品２５は、被検出通信デバ
イスのＰＳＵに障害が発生されなかったと確定することができる。電圧値Ｕ１が第１の閾
値未満であると、検出部品２５は、被検出通信デバイスのＰＳＵに短絡障害が発生された
と確定することができる。電圧値Ｕ１が第２の閾値よりも大きいと、検出部品２５は、被
検出通信デバイスのＰＳＵに開回路障害が発生されたと確定することができる。
【００４３】
　１例において、図１２に示すように、障害認識装置は、発光ダイオード２７をさらに備
え得、検出部品２５の第１の出力ピン（すなわち第１の出力端）２５３が発光ダイオード
２７の正極に接続され、発光ダイオード２７の負極がグランド端に接続される。
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【００４４】
　これに応じて、電圧値Ｕ１が第１の閾値以上であり、かつ、電圧値Ｕ１が第２の閾値以
下であると、検出部品２５は、第１の信号を出力し、発光ダイオード２７は、第１の信号
に従って第１の色を表示する。たとえば、第１の信号は、発光ダイオード２７を駆動して
、当該発光ダイオード２７が第１の色を表示するようにすることができる。第１の色は、
ＰＳＵに障害が発生されなかったことを示すために使用される。電圧値Ｕ１が第１の閾値
未満であると、検出部品２５は、第２の信号を出力し、発光ダイオード２７は、第２の信
号に従って第２の色を表示する。たとえば、第２の信号は、発光ダイオード２７を駆動し
て、当該発光ダイオード２７が第２の色を表示するようにすることができる。第２の色は
、ＰＳＵに短絡障害が発生されたことを示すために使用される。電圧値Ｕ１が第２の閾値
よりも大きいと、検出部品２５は、第３の信号を出力し、発光ダイオード２７は、第３の
信号に従って第３の色を表示する。たとえば、第３の信号は、発光ダイオード２７を駆動
して、当該発光ダイオード２７が第３の色を表示するようにすることができる。第３の色
は、ＰＳＵに開回路障害が発生されたことを示すために使用される。第１の出力ピンは、
１つのピンを表すこともできるし、１組のバスを構成する複数のピンを表すこともできる
。障害認識装置は、当該バスを介して発光ダイオード２７に接続されることができること
を説明する必要がある。
【００４５】
　その中で、第１の色は、緑色であり得、すなわち発光ダイオード２７が緑色を表示する
ときに、ＰＳＵに障害が発生されなかったことを示す。第２の色は、赤色であり得、すな
わち発光ダイオード２７が赤色を表示するときに、ＰＳＵに短絡障害が発生されたことを
示す。第３の色は、黄色であり得、すなわち発光ダイオード２７が黄色を表示するときに
、ＰＳＵに開回路障害が発生されたことを示す。
【００４６】
　その中で、上記の発光ダイオード２７は、３色発光ダイオードであり得る。すなわち、
この発光ダイオード２７は、緑色、赤色、または、黄色を表示することができ、この発光
ダイオード２７に対して限定しない。
【００４７】
　１例において、障害認識装置は、電流制限抵抗器をさらに備え得、当該電流制限抵抗器
は、検出部品２５の第１の出力ピンと発光ダイオード２７の正極との間に接続される。
【００４８】
　もう１つの例において、図１３に示すように、当該障害認識装置は、発光ダイオードＬ
１、発光ダイオードＬ２、および、発光ダイオードＬ３をさらに備え得る。発光ダイオー
ドＬ１は、赤色を表示することができ、発光ダイオードＬ２は、黄色を表示することがで
き、発光ダイオードＬ３は、緑色を表示することができ。しかも、検出部品２５は、出力
ピン２５４、出力ピン２５５、および、出力ピン２５６を介して、発光ダイオードＬ１、
発光ダイオードＬ２、および、発光ダイオードＬ３にそれぞれ接続される。これに応じて
、電圧値Ｕ１が第１の閾値以上であり、かつ、電圧値Ｕ１が第２の閾値以下であると、検
出部品２５は、発光ダイオードＬ３に信号を出力することができ、当該信号は、発光ダイ
オードＬ３を駆動して、当該発光ダイオードＬ３が点灯されるようにし、ＰＳＵに障害が
発生されなかったことを示す。電圧値Ｕ１が第１の閾値であると、検出部品２５は、発光
ダイオードＬ１に信号を出力することができ、当該信号は、発光ダイオードＬ１を駆動し
て、当該発光ダイオードＬ１が点灯されるようにし、ＰＳＵに短絡障害が発生されたこと
を示す。電圧値Ｕ１が第２の閾値よりも大きいと、検出部品２５は、発光ダイオードＬ２
に信号を出力することができ、当該信号は、発光ダイオードＬ２を駆動して、当該発光ダ
イオードＬ２が点灯されるようにし、ＰＳＵに開回路障害が発生されたことを示す。
【００４９】
　１例において、上記の障害認識装置は、電流制限抵抗器r１、電流制限抵抗器r２、およ
び、電流制限抵抗器r３をさらに備え得る。電流制限抵抗器r１は、発光ダイオードＬ１の
正極と検出部品２５の出力ピン２５４との間に接続され、電流制限抵抗器r２は、発光ダ
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イオードＬ２の正極と検出部品２５の出力ピン２５５との間に接続され、電流制限抵抗器
r３は、発光ダイオードＬ３の正極と検出部品２５の出力ピン２５６との間に接続される
。
【００５０】
　１例において、障害認識装置は、音声警報部品（図面では音声警報部品を示していない
）をさらに備え得、検出部品２５の第２の出力ピン（すなわち第２の出力端）は、音声警
報部品に接続され得る。これに応じて、電圧値Ｕ１が第１の閾値以上であり、かつ、電圧
値Ｕ１が第２の閾値以下であると、検出部品２５は、信号を出力しなく、このようにして
、音声警報部品は、警報音を発さなくて、ＰＳＵに障害が発生されなかったことを示す。
電圧値Ｕ１が第１の閾値未満であるか、または電圧値Ｕ１が第２の閾値よりも大きいと、
検出部品２５は、第４の信号を出力することができ、当該第４の信号は、音声警報部品が
第４の信号に従って警報音を発するようにする。たとえば、当該第４の信号は、音声警報
部品を駆動して、当該音声警報部品が警報音を発するようにし、ＰＳＵに障害が発生され
たことを示す。第２の出力ピンは、１つのピンを表すこともできるし、１組のバスを構成
する複数のピンを表すこともできる。障害認識装置は、当該バスを介して音声警報部品に
接続されることができることを説明する必要がある。
【００５１】
　１例において、障害認識装置は、表示部品（図面では表示部品を示していない）をさら
に備え得、検出部品２５の第３の出力ピン（すなわち第３の出力端）は、表示部品に接続
され得る。これに応じて、電圧値Ｕ１が第１の閾値以上であり、かつ、電圧値Ｕ１が第２
の閾値以下であると、検出部品２５は、第５の信号を出力することができ、表示部品が、
第５の信号に従って第１の数値を表示するようにする。たとえば、当該第５の信号は、表
示部品を駆動して、当該表示部品が第１の数値を表示するようにする。当該第１の数値は
、ＰＳＵに障害が発生されなかったことを示すことができる。電圧値Ｕ１が第１の閾値未
満であると、検出部品２５は、第６の信号を出力することができ、当該第６の信号は、表
示部品が第６の信号に従って第２の数値を表示するようにする。たとえば、当該第６の信
号は、表示部品を駆動して、当該表示部品が第２の数値を表示するようにする。当該第２
の数値は、ＰＳＵに短絡障害が発生されたことを示すことができる。電圧値Ｕ１が第２の
閾値よりも大きいと、検出部品２５は、第７の信号を出力することができ、当該第７の信
号は、表示部品が第７の信号に従って第３の数値を表示するようにする。たとえば、当該
第７の信号は、表示部品を駆動して、当該表示部品が第３の数値を表示するようにする。
当該第３の数値は、ＰＳＵに開回路障害が発生されたことを示すことができる。第３の出
力ピンは、１つのピンを表すこともできるし、１組のバスを構成する複数のピンを表すこ
ともできる。障害認識装置は、当該バスを介して表示部品と接続されることができること
を説明する必要がある。
【００５２】
　上記の構成に基づいて、本発明の実施例では、通信デバイスに通常電源が供給されてい
ない場合、障害認識装置を使用して、どの通信デバイスに障害が発生されたかを効果的に
特定することができる。これにより、保守担当者が、障害が発生された通信デバイスをす
ばやく特定し、続いて障害が発生された通信デバイスに対して処理を実行するようにして
、サービス保証能力を向上させ、動作効率を向上させた。
【００５３】
　説明の便宜上、以上の装置を説明するときに、機能によってさまざまな単位に分割して
それぞれ説明した。当然ながら、本発明を実施するときに、各単位の機能を同じ１つまた
は複数のソフトウェアおよび／またはハードウェアで実施することができる。
【００５４】
　当業者は、本発明の実施例が、方法、システム、または、コンピュータプログラム製品
として提供され得ることを理解すべきである。したがって、本発明は、完全なハードウェ
ア実施例、完全なソフトウェア実施例、または、ソフトウェアとハードウェアを組み合わ
せた実施例の形態を採用することができる。さらに、本発明の実施例は、コンピュータ使
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用可能プログラムコードを含む、１つまたは複数のコンピュータ使用可能記録媒体（ディ
スクストレージ、ＣＤ－ＲＯＭ、光メモリなどを含むがこれらに限定されない）上で実施
されるコンピュータプログラム製品の形態を採用することができる。
【００５５】
　本発明は、本発明の実施例に係る方法、デバイス（システム）、および、コンピュータ
プログラム製品のフローチャートおよび／またはブロック図を参照して説明される。フロ
ーチャートおよび／またはブロック図内の各々のフローおよび／またはブロック、ならび
にフローチャートおよび／またはブロック図内のフローおよび／またはブロックの組み合
わせては、コンピュータプログラム命令によって実施できることを理解すべきである。こ
れらコンピュータプログラム命令を、汎用コンピュータ、専用コンピュータ、組み込みプ
ロセッサ、または他のプログラム可能なデータ処理デバイスのプロセッサに提供すること
によって、機械を生成することができ、その結果、コンピュータまたは他のプログラム可
能なデータ処理デバイスのプロセッサによって実行される命令が、フローチャートの１つ
または複数のフローおよび／またはブロック図の１つまたは複数のブロック内に指定され
た機能を実行するための装置を生成するようにする。
【００５６】
　さらに、これらコンピュータプログラム命令は、コンピュータまたは他のプログラム可
能なデータ処理デバイスを特定の方法で動作するように導くことができるコンピュータ可
読メモリに格納することもでき、その結果、当該コンピュータ可読メモリに格納された命
令が、命令装置を含む製品を生成するようにする。当該命令装置は、フローチャートの１
つまたは複数のフローおよび／またはブロック図の１つまたは複数のブロック内に指定さ
れた機能を実施する。
【００５７】
　これらコンピュータプログラム命令は、コンピュータまたは他のプログラム可能なデー
タ処理デバイスにロードされることによって、コンピュータまたは他のプログラム可能な
デバイスが一連の操作ステップを実行してコンピュータ実装の処理を生成するようにする
ことができる。したがって、コンピュータまたは他のプログラム可能なデバイスで実行さ
れる命令が、フローチャートの１つまたは複数のフローおよび／またはブロック図の１つ
または複数のブロック内に指定された機能を実施するステップを提供するようにする。
【００５８】
　上記の説明は、本発明の実施例にすぎず、本発明を限定するために使用されない。当業
者にとって、本発明は、様々な修正と変化を有することができる。本発明の精神および原
理の範囲内で行われたいかなる修改、同等の置き換え、改善などは、いずれも本発明の請
求項の範囲内に含まれるべきである。
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